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◆�『
第
二
次
守
谷
市
総
合
計
画
』

　へ
の
ご
意
見
を
座
談
会
で
！

　
市
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

い
た
計
画
的
な
行
政
運
営
を
進

め
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

始
ま
る
『
第
二
次
守
谷
市
総
合

計
画
（
計
画
期
間
10
年
）』
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
策
定
に
お
い
て

は
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
「
座

談
会
」
と
連
携
し
、
参
加
者
等

の
対
話
か
ら
地
域
の
課
題
を
発

見
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り（
総

合
計
画
）
の
参
考
に
し
ま
す
。

　『
総
合
計
画
』
へ
の
意
見
の

場
と
し
て
も
、
こ
の
座
談
会
へ

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊�

総
合
計
画
と
は
、
守
谷
の
将

来
像
を
描
き
、
こ
れ
を
達
成

す
る
た
め
に
市
が
行
う
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
「
し
ご
と
」

を
体
系
化
し
た
計
画
で
す
。

○
総
合
計
画
に
関
す
る
問
合
先

　�

市
役
所
企
画
課
　
企
画
・
政

策
推
進
Ｇ
　
内
線
３
３
３

●�

座
談
会（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

の
内
容

　
市
内
各
地
区
で
８
月
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
座
談
会
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
２
３
５
名
が
参

加
し
、
明
る
い
雰
囲
気
で
気
軽

に
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。
座
談
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
特
有
の
話
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ど
の
地
区
に
も
共
通

す
る
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
」
で
す
。
地

域
の
高
齢
化
が
進
行
し
、
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
も
少
な
く

な
り
、
隣
近
所
と
の
距
離
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
座
談
会
で
は
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
、
障
害
者
、

母
子
・
児
童
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
４
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
課

題
の
整
理
を
し
ま
し
た
。
今
後

の
座
談
会
で
皆
さ
ん
と
知
恵
を

出
し
合
い
、
解
決
の
方
向
性
を

探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　
座
談
会
は
、
市
内
を
６
地
区

に
分
け
、
４
回
前
後
開
催
す
る

予
定
で
す
。
会
議
の
よ
う
に
か

し
こ
ま
っ
た
も
の
と
は
違
い
、

生
活
す
る
上
で
の
困
り
ご
と
を

解
決
す
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
か
、
意
見
を
気
軽
に

出
し
合
う
場
で
す
。

　
第
３
回
は
、
左
記
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
座
談
会
へ
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

★
参
加
資
格
　

　
市
内
在
住
の
15
歳
以
上
の
方

※
報
酬
な
し

みんなで　座談会

11 月の日程（第３回）

• 大井沢地区
	 ７ 日㈰ 10:00 ～ 12:00
	 北守谷公民館
• みずき野地区
	 ７ 日㈰ 14:00 ～ 16:00
	 郷州公民館
• 守谷地区
	 14 日㈰ 10:00 ～ 12:00
	 保健センター
• 大野地区
	 14 日㈰ 14:00 ～ 16:00
	 大柏生活改善センター
• 北守谷地区
	 21 日㈰ 10:00 ～ 12:00
	 北守谷公民館
• 高野地区
	 21 日㈰ 14:00 ～ 16:00
	 高野公民館

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

広報

おしらせ版
Public Information MORIYA

2010

25
10

座 談 会

●申込・問合先　市役所社会福祉課　内線 162

地域福祉計画・総合計画策定に向けて
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耐震・バリアフリー・省エネ改修工事を
行った住宅の固定資産税が減額されます

➡

　
ト
イ
レ
や
玄
関
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
60
ワ
ッ
ト（
Ｗ
）の
白
熱
電
球
に
つ
い

て
、
１
日
合
計
２
時
間
点
灯
す
る
と
い
う

条
件
で
計
算
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
１
日
わ
ず
か
２
時
間
の

点
灯
で
あ
っ
て
も
、
１
年
間
で
７
０
５
円

の
得
に
な
る
と
い
う
計
算
が
成
立
し
ま

す
。
今
は
電
球
型
蛍
光
灯
も
比
較
的
安
く

な
っ
て
お
り
、
家
電
量
販
店
な
ど
で
は
１
個

５
０
０
円
程
度
で
売
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
交
換
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？
　
１
年
で
元
が
取
れ
ま
す
よ
!!

（
市
役
所
生
活
環
境
課
）

　耐震改修、バリアフリー改修、省エネ改修の各工事を行った住宅の固定資産税が減額されます（都市計画
税は減額されません）。いずれも申告書の提出期限は、改修工事完了後から３か月以内です。
　詳しくは、税務課資産税グループへお問い合わせください。

耐震改修 バリアフリー改修 省エネ改修

減
額
対
象
と
な
る
要
件

（
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）

・昭和57年１月１日以前に
建築された住宅

・平成18年１月１日～27年
12月31日に改修工事完了
の住宅

・改修費用が30万円以上

・平成19年１月１日以前に建築さ
れた住宅（貸家住宅を除く）

・平成19年４月１日～25年３月31
日に改修工事完了の住宅

・改修費用が30万円以上（補助金
などは除く）

・65歳以上の高齢者や要介護認定
者･要支援認定者･障害者が居住

・平成20年１月１日以前
に建築された住宅

・平成20年４月１日～25
年３月31日に改修工事
完了の住宅

・改修費用が30万円以上

工
事
内
容

現行の耐震基準に適合した
改修工事

一定のバリアフリー改修工事（手
すりの取り付けや床の段差解消、
浴室・トイレの改良など）

現行の省エネ基準に適合
した改修工事（窓の改修
《必須》、床・天井・壁の
断熱改修工事）

減
税
額

１戸当たり 120 ㎡相当分ま
での固定資産税の２分の１
を減額

１戸当たり 100 ㎡相当分までの固
定資産税の３分の１を減額

１戸当たり 120 ㎡相当分
までの固定資産税の３分
の１を減額

減
額
期
間

・平成18～21年に改修工事
が完了した場合、３年間

・平成22～24年に改修工事
が完了した場合、２年間

・平成25～27年に改修工事
が完了した場合、１年間

改修工事が完了した年の
翌年度分のみ

改修工事が完了した年の
翌年度分のみ

必
要
書
類

・固定資産税減額申告書※

・耐震基準に適合した工事
であることの証明書

・工事明細書・写真・領収
書などの関係書類

・固定資産税減額申告書※

・補助金の内容がわかる書類
・工事明細書・写真・領収書など
の関係書類

・固定資産税減額申告書※

・省エネ基準に適合した
工事であることの証明書

・工事明細書・写真・領
収書などの関係書類

※固定資産税減額申告書は市ホームページ（http://www.city.moriya.ibaraki.jp/）からダウンロード可

エ
コ
な
こ
と
し
ま
せ
ん
か
?!

家
庭
に
あ
る
白
熱
電
球
を

　
　電
球
型
蛍
光
灯
に
す
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　と
て
も
効
果
的
で
す
!!

60W 形 白熱電球の場合
〔消費電力 54W〕0.054kW×〔1日の点灯時間〕2時間
×〔1年間〕365 日×〔1kWhの電気料金〕23 円×1個

＝　1年間の電気代　約 907円

60W 形 電球型蛍光灯の場合
〔消費電力 12W〕0.012kW×〔1日の点灯時間〕2時間
×〔1年間〕365 日×〔1kWhの電気料金〕23 円×1個

＝　1年間の電気代　約 202円

耐震・バリアフリー・省エネ改修工事を
行った住宅の固定資産税が減額されます

●申告・問合先　市役所税務課　資産税Ｇ　内線 202・203
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▼�

接
種
方
法
　
市
内
協
力
医
療
機
関
（
左

表
）
に
予
約
の
上
、
受
診
す
る

▼�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
等
接
種
歴
が

分
か
る
も
の
、
予
診
票
（
医
療
機
関
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）、
保
険
証

▼
接
種
費
用
　
無
料

◎�

第
２
期
の
対
象
年
齢

　（
９
歳
〜
13
歳
未
満
）
の
方

　
第
１
期
の
接
種
回
数
（
３
回
）
が
完
了

し
て
い
な
い
場
合
は
、
下
表
の
と
お
り
、

残
り
の
回
数
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
７
歳
６
か
月
以
上
９
歳
未
満
の
間
」

ま
た
は
「
13
歳
以
上
」
の
年
齢
で
接
種
を

し
た
場
合
は
、
現
行
の
制
度
上
で
は
任
意

接
種
と
な
り
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
13
歳
以
上
で
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
定
期
接
種
と
な
る
か
ど
う
か
国
で
検

討
中
で
す
。

調
の
よ
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊�

広
報
も
り
や
お
し
ら
せ
版
９
月
25
日
号

で
市
内
協
力
医
療
機
関
を
周
知
し
ま
し

た
が
、
他
市
の
医
療
機
関
で
も
接
種
可

能
で
す
（
料
金
は
異
な
り
ま
す
）。

◎
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
感
染
症
予
防
の
基
本
は

　
　
う
が
い
・
手
洗
い
・
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
事
業
と
し
て

法
律
に
基
づ
く
接
種
と
な
り
ま
す
。
対
象

は
、
接
種
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
市
民
の

皆
さ
ん
で
す
（
昨
年
の
よ
う
な
優
先
接
種

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
次
の
３
種
類
で
す
。

①�

季
節
性
と
昨
年
発
生
し
た
新
型
が
一
緒

に
な
っ
た
「
３
価
ワ
ク
チ
ン
」

②
新
型
の
み
の
「
１
価
ワ
ク
チ
ン
」

③
新
型
対
応
の
「
輸
入
ワ
ク
チ
ン
」

＊�

接
種
回
数
・
料
金
は
ど
れ
も
同
じ
で
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
が
、
い
ず
れ
か
を

選
択
し
ま
す
。「
３
価
ワ
ク
チ
ン
」
以

外
を
希
望
す
る
場
合
は
、
取
り
寄
せ
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、予
約
の
際
、

医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
期
間
　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
接
種
回
数
　
・
13
歳
未
満
　
２
回

　
　
　
　
　
　
・
13
歳
以
上
　
原
則
１
回

▼
守
谷
市
接
種
料
金
（
下
表
）

＊�

下
表
の
金
額
は
上
限
額
で
す
。
実
際
の

金
額
は
、
医
療
機
関
に
予
約
の
際
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

＊�

発
熱
な
ど
に
よ
り
接
種
を
見
合
わ
せ
た

場
合
も
診
察
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
体

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
広
報
も
り
や
お
し
ら
せ
版

９
月
25
日
号
掲
載
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
公
費
負
担
助
成
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対象者 １回目
の接種

２回目

予診のみ１回目と同じ
医療機関での
接種

１回目と異な
る医療機関で
の接種

13歳未満 2,500円 2,500 円 2,500 円

1,790円
13 歳以上 3,600円

※医師が必要
と判断し、
実施した場
合のみ
2,550 円

※医師が必要
と判断し、
実施した場
合のみ
3,600 円

守谷市接種料金（上限額）

カリオクリニック
☎ 48-8448

川島クリニック
☎ 46-3273

小林医院
☎ 48-0076

さとう内科脳神経外科クリニック
☎ 21-1710

しばたキッズクリニック
☎ 21-0811

下村医院
☎ 48-0078

総合守谷第一病院
☎ 45-5111

竹内医院
☎ 48-6077

立沢クリニック
☎ 45-7798

寺本こども赤ちゃんクリニック
☎ 44-5563

守谷慶友病院
☎ 45-3311

メイヨークリニック
☎ 45-8115

もりや小児科医院
☎ 20-6737

ゆりがおかクリニック
☎ 47-1144

よしみ内科胃腸科医院
☎ 48-4891

第１期の予防
接 種 回 数
（第２期での
残り接種回数）

接 種 間 隔

０回（３回）
６～ 28 日の間隔をおいて２回接種
（おおむね１年を経過した後、追加接
種を１回行う）

１回（２回） ６日以上あけて接種を行うこと

２回（１回） 初回接種との間は、おおむね１年を
経過していることが望ましい

３回（０回）※ 希望により第２期の定期予防接種を
行うことが可能

※法定接種回数を完了している方

市内協力医療機関

●
問
合
先

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　☎
48｜

６
０
０
０

平
成
22
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種  

小
児
の
接
種
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
22
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

小
児
の
接
種
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た

●
問
合
先

　

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　

　
　☎
48

｜

６
０
０
０

第
２
期
（
９
歳
〜
13
歳
未
満
）
が
再
開
さ
れ
ま
し
た

日
本
脳
炎
予
防
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
第
２
期
対
象
年
齢
の
方
の
接
種
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
希
望
に
よ
り
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、
☎
03
¦
５
８

６
０
¦
２
７
４
８

※�
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
都
市
計
画
道
路
「
郷
州
沼
崎

線
」
の
新
設
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
名
　
21
国
補
住
基
第
１

¦
３
号
・
21
単
道
改
第
３
号
合

併
工
事
▼
場
所
　
本
町
地
内

▼
工
期
　
11
月
〜
平
成
23
年
３

月
15
日
▼
工
事
時
間
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
▼
請
負
者
　
オ

オ
シ
ン
㈱

▼
問
合
先
　
市
役
所
建
設
課

道
路
建
設
Ｇ
　
内
線
２
５
４

お
知
ら
せ
 

お知らせ

　
松
前
台
・
薬
師
台
・
御
所
ケ

丘
地
内
に
お
い
て
給
水
管
布
設

替
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
交
通
規
制
等

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
名
　
Ｈ
22
給
水
第
１
〜

７
号
工
事
▼
場
所��

松
前
台
四
・

五
丁
目
全
域
、
薬
師
台
一
丁
目

全
域
、
御
所
ケ
丘
五
丁
目
の
一

部
地
域
（
17
〜
22
番
地
）
▼
工

事
内
容
　
給
水
管
の
更
新
、
舗

装
工
事
▼
工
事
期
間
　
平
成
23

年
３
月
下
旬
ま
で
（
予
定
）

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
事
務
所

業
務
Ｇ
　
☎
48
¦
１
８
４
２

　
上
下
水
道
事
務
所
で
は
水
道

管
の
耐
震
化
工
事
を
順
次
行
っ

て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、

交
通
規
制
等
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ

▼
工
事
名
　
Ｈ
22
路
面
復
旧
第

３
号
工
事
▼
場
所
　
立
沢
地
内

▼
請
負
者
　
㈲
み
ど
り
園
造
園

土
木
▼
工
期��

11
月
30
日（
予
定
）

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ
　
☎
48
¦
１
８
４
２

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

受
付
が
、
10
月
25
日
㈪
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
対
象
の
方
で
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か
ら

の
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
戦
後
強
制
抑
留
者

で
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本

国
籍
を
有
す
る
存
命
の
方
▼
請

求
受
付
期
間
　
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で

▼
問
合
先
　
独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
¦
０
５
９
¦
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
／
IP
電
話
・

上
水
道
工
事（
松
前
台
・

薬
師
台
・
御
所
ケ
丘
地
内
）

上
水
道
工
事（
板
戸
井
・

百
合
ケ
丘
・
立
沢
地
内
）

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金

道
路
工
事
（
郷
州
沼
崎
線
）

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
名
　
Ｈ
22
上
水
新
設
第

１
号
工
事
▼
場
所
　
板
戸
井
地

内
▼
請
負
者
　
㈲
協
伸
機
工

▼
工
期
　
11
月
30
日
（
予
定
）

▼
工
事
名
　
Ｈ
22
上
水
布
設
替

第
２
号
工
事
▼
場
所
　
百
合
ケ

丘
地
内
▼
請
負
者
　
㈱
文
道
電

気
▼
工
期
　
12
月
24
日（
予
定
）

▼
工
事
名
　
Ｈ
22
上
水
新
設
第

３
号
工
事
▼
場
所
　
板
戸
井
地

内
▼
請
負
者
　
㈲
協
伸
機
工

▼
工
期
　
11
月
30
日
（
予
定
）

郷州沼崎線

21国補住基第1-1号・21単道改第1号合併工事

障害者福祉センター

北守谷公民館

茨
城
み
な
み
農
協

ガ
ス
事
業
所

市営住宅

障害者福祉センター

北守谷公民館

茨
城
み
な
み
農
協

ガ
ス
事
業
所

市営住宅
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取手医師会健康教室

育
所
周
辺
地
区
、
都
市
軸
道

路
・
坂
町
清
水
線
沿
道
地
区
、

松
ケ
丘
四
・
五
丁
目
地
区
、
け

や
き
台
四
丁
目
地
区
、
美
園
二

丁
目
地
区
、
松
並
地
区

◎
案
の
縦
覧

▽
縦
覧
期
間
　

　
11
月
18
日
㈭
～
12
月
２
日
㈭

　�（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

▽
縦
覧
場
所
　

・
県
庁
都
市
計
画
課

・
市
役
所
都
市
計
画
課

◎
意
見
書
提
出
　

▽
提
出
期
間
　
※
必
着（
郵
送
可
）

　
11
月
18
日
㈭
～
12
月
２
日
㈭

▽
提
出
先
　

　
〒
３
１
０
｜
８
５
５
５

　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

｜

６

　
茨
城
県
知
事
　
橋
本
昌
あ
て

　�（
県
庁
土
木
部
都
市
計
画
課

扱
い
）

◎
問
合
先
　

・
県
庁
都
市
計
画
課
（
直
通
）

☎
０
２
９
｜
３
０
１
｜
４
５
９
２

・
市
役
所
都
市
計
画
課（
直
通
）

☎
45

｜

１
９
６
３

◎
意
見
書
提
出
　

▽
提
出
期
間
　
※
必
着（
郵
送
可
）

　
11
月
18
日
㈭
～
12
月
２
日
㈭

▽
提
出
先

　
〒
３
０
２

｜

０
１
９
８
　

　
守
谷
市
大
柏
９
５
０

｜

１
　

　
守
谷
市
長
　
会
田
真
一
あ
て

　�（
市
役
所
都
市
整
備
部
都
市

計
画
課
扱
い
）

◎
問
合
先
　

・
市
役
所
都
市
計
画
課（
直
通
）

　
☎
45

｜

１
９
６
３

  

県
決
定
案
件

　
都
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

に
係
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い

て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◎
案
の
内
容
及
び
対
象
地
　

・�

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
変
更
　
取
手
都
市
計

画
区
域
（
守
谷
市
及
び
取
手

市
の
全
域
）

・
区
域
区
分
の
変
更
　

　
松
並
・
原
東
地
区

・
用
途
地
域
の
変
更
　
松
前
台

　�

五
丁
目
地
区
、
薬
師
台
六
丁

目
地
区
、
中
央
公
民
館
・
保

  

市
決
定
案
件

　
取
手
都
市
計
画
高
度
地
区
、

道
路
、
公
共
下
水
道
及
び
土
地

区
画
整
理
事
業
に
係
る
案
に
つ

い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◎
案
の
内
容
及
び
対
象
地

・
高
度
地
区
の
決
定

　
商
業
地
域
、
容
積
率
３
０
０

　�

％
の
近
隣
商
業
地
域
、
工
業

専
用
地
域
及
び
第
一
種
低
層

住
居
専
用
地
域
を
除
く
市
街

化
区
域
全
域

・
都
市
計
画
道
路
の
変
更

（
追
加
）
　

　
松
並
地
区

・
公
共
下
水
道
の
変
更
　

　
松
並
地
区

・
土
地
区
画
整
理
事
業
の
決
定

　
松
並
地
区

◎
案
の
縦
覧

▽
縦
覧
期
間
　

　
11
月
18
日
㈭
～
12
月
２
日
㈭

　�（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

▽
縦
覧
場
所
　

・
市
役
所
都
市
計
画
課

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
案
に

対
し
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
案
件
に
よ
り
意
見
書
の
提
出

先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

　脳卒中の診断・治療は日々進歩しており、昔に
比べるとずいぶん早く診断できるようになり、治
療法にもいろいろな進歩があります。しかし、依
然としてまだ脳卒中は国内死因の第３位（年間約
13 万人）であり、寝たきりの原因として最も多
い疾患となっています（65 歳以上の寝たきり状
態の原因の約４割を占める）。
　脳卒中とは、脳梗塞・脳出血・クモ膜下出血な
どを総称した疾患名です。脳卒中による死亡のう
ち約６割が脳梗塞によるものであり、命が助かっ
ても日常生活の障害となる後遺症が残りやすいこ
とから、脳梗塞の予防や治療がとても大切となっ
ています。
　脳梗塞の予防法については、簡単に言うと、適
度な運動・適度な量の偏らない食事・塩分を控え
めにする、などがすぐにできるものと言えます。
　ただ、いくら気をつけていても脳梗塞になって

しまうことはありますので、脳梗塞らしい症状（片
側の手足の麻

ま ひ
痺やしびれ、めまいやろれつが回ら

ないなど）が出たらすぐに病院で受診することも
大切です。脳梗塞とは、血管が詰まってしまった
せいで脳の一部が壊れてしまう病気です。以前は
詰まった血管のことはあきらめて、他の場所が詰
まってそれ以上に症状が悪くならないようにする
という方法しかありませんでした。しかし、2005
年秋からは血栓溶解療法という、詰まった血管を
再開通させる治療法が認可されましたので、場合
によっては劇的な効果を得られることがありま
す。この治療法は脳梗塞の症状が出てから３時間
以内に始めなければならないので、検査の時間な
ども考えると２時間以内に受診する必要がありま
す。時間以外にもさまざまな条件があり、すべて
の方に行えるものではありませんが、そのような
先進的治療法の機会をなるべく逃さず、後遺症を
少なくするためにも、疑わしいときは、一刻も早
く医療機関を受診されると良いと思います。

脳
のう

　梗
こう

　塞
そく
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共
茨
城
県
支
部
　
☎
０
２
９
¦

２
２
５
¦
０
０
９
５

　
11
月
８
日
の「
い
い
歯
デ
ー
」

に
ち
な
み
電
話
相
談
を
無
料
で

開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
（
匿
名
可
）。

▼
日
時
　
11
月
７
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時
▼
相
談
電
話
番
号
　

０
２
９
¦
８
２
３
¦
７
９
３
０
、

０
２
９
¦
８
３
５
¦
０
７
３
７

▼
回
答
者
　
歯
科
医
師

▼
主
催
・
問
合
先
　
茨
城
県
保

険
医
協
会
　
☎
０
２
９
¦
８
２

３
¦
７
９
３
０

お知らせ

　
道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
、
枝

の
張
り
出
し
に
よ
り
、
通
行
の

支
障
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原

因
で
、
車
両
や
歩
行
者
に
事
故

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
樹

木
の
所
有
者
の
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
樹

木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の

管
理
だ
け
で
な
く
、
強
風
や
大

雨
の
後
は
、
特
に
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
竜
ヶ
崎
工
事
事
務

所
　
道
路
管
理
課
　
☎
０
２
９

７
¦
65
¦
１
２
９
７
／
市
役
所

建
設
課��

管
理
Ｇ��

内
線
２
５
２

▼
狩
猟
解
禁
期
間
　
11
月
15
日

㈪
〜
平
成
23
年
２
月
15
日
㈫

●
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
狩
猟
期
間
中
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
看
板
設
置
等
で
狩
猟
者
に

対
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
が
、次
の
こ
と
に
注
意
し
、

危
険
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦�

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

外
・
鳥
獣
保
護
区
域
外
で
の

散
歩
に
は
十
分
注
意
す
る

◦�

銃
声
の
す
る
場
所
へ
は
、
原

則
立
ち
入
ら
な
い

＊�

狩
猟
に
伴
う
危
険
と
思
わ
れ

る
行
為
や
事
故
を
見
聞
し
た

と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ

　
次
の
ル
ー
ル
を
良
く
守
り
、

特
に
危
険
防
止
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◦�

狩
猟
者
登
録
証
・
記
章
・
鉄

砲
所
持
許
可
証
を
所
持
し
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
・
ベ
ス

ト
を
着
用
す
る

◦�

指
定
地
区
以
外
で
狩
猟
す
る

な
ど
の
違
反
を
し
な
い

◦�

発
砲
す
る
際
は
、
目
標
物
の

狙
い
先
を
十
分
に
確
認
す
る

◦�

銃
の
運
搬
時
に
は
弾
を
抜

き
、
銃
袋
を
す
る

◦�

火
災
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
十
分
に
気
を
つ
け
る

◦�

銃
は
十
分
に
点
検
し
、
自
分

の
管
理
下
で
管
理
す
る

◦�

実
包
を
車
の
中
に
置
き
去
り

に
し
な
い

◦�

住
宅
地
に
向
け
て
の
発
砲
及

び
水
平
撃
ち
は
し
な
い

◦�

電
線
に
向
か
っ
て
の
発
砲
は

し
な
い

※�

鳥
獣
保
護
区
域
…
狩
猟
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
区
域

狩
猟
解
禁

道
路
へ
の
倒
木
、枝
や
雑
草

の
張
り
出
し
に
ご
注
意
を
！

※�

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
…

守
谷
で
は
銃
に
よ
る
狩
猟
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
区
域

▼
問
合
先
　
市
役
所
経
済
課
　

農
業
振
興
Ｇ
　
内
線
２
６
３

　
建
退
共
制
度
は
、
国
が
作
っ

た
建
設
労
働
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設

業
を
営
む
方
▼
対
象
　
建
設
業

の
現
場
で
働
く
労
働
者
▼
掛
金

日
額
３
１
０
円

▼
問
合
先
　
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
　
建
退

ご
存
知
で
す
か
？
建
退
共
制
度

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

　
市
内
在
住
の
永な

が
た田
清き

よ
し思
さ
ん

が
、
平
成
24
年
９
月
ま
で
２
年

間
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
事
業
）
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ

ア
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
永
田
さ

ん
は
主
に
農
業
大
学
で
食
品
衛

生
管
理
に
関
す
る
指
導
に
あ
た

り
、
人
材
育
成
の
た
め
の
活
動

を
行
い
ま
す
。
現
地
で
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
！

　９月 18 日㈯にボランティアグループ「もりや・
みどりの会」の皆さんが、大山公園で樹木の樹名
板取り付け作業を実施しました。この会は、市役
所生涯学習課の公園樹木剪

せんてい

定ボランティア講座を
受講した 16 名が結成したグループです。講座終
了後、公園樹木の剪定協働作業に参加したほか、
今回のような樹名板の取り付けをボランティアで
行っています。この
作業は今回で２回目
の活動となりますが、
今後も市内の全公園
で活動を展開してい
く予定です。
●問合先　市役所建設課　公園管理Ｇ　内線 252
　　　　　市役所生涯学習課��公民館Ｇ��内線 276

●北守谷公民館 

守谷北特定猟具 
使用禁止区域 

●守谷市役所 

●常総環境センター 

●守谷駅 

●守谷サービスエリア 

●高野公民館 守谷・取手鳥獣保護区域 

守谷東特定猟具 
使用禁止区域 

●郷州公民館 

新
大
利
根
橋
道
路

●
文
化
会
館 

大山公園で樹名板の取り付けをしました！大山公園で樹名板の取り付けをしました！

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
！

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
！
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閲覧した機関の名称 請求事由の概要 閲覧月日 閲覧の範囲

守谷市役所介護福祉課 ひとり暮らしの高齢者及び
高齢者のみ世帯

４月１・２・５・
７・８・12日

久保ケ丘二丁目地区、久保ケ丘四丁目地区、
松前台二丁目地区、薬師台二丁目地区

日本銀行情報サービス局 生活意識に関するアンケー
ト調査（第 43 回） ６月１日 大木地区、大柏地区

国立大学法人東京大学 中高年の生活実態に関する
全国調査 ６月23日 本町地区

自衛隊茨城地方協力本
部長 自衛官の募集 ６月30日 市内全域

国土交通省関東地方整
備局

小貝川周辺住民の河川環境
整備に対する意識等調査 ７月14日 市内全域

国土交通省観光庁 旅行・観光消費動向調査 ７月21日 みずき野地区、小山地区

日本銀行情報サービス局 生活意識に関するアンケー
ト調査（第 44 回） ８月31日 美園三丁目地区、美園四丁目地区

内閣府大臣官房政府広
報室長

年金積立金の運用に関する
世論調査 ９月30日 本町地区

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
地
方
税
に
お
け
る
手
続
き

を
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
（
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
）。

地
方
公
共
団
体
で
組
織
す
る
社

団
法
人
地
方
税
電
子
化
協
議
会

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

▼
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
と

○�

申
告
書
を
持
参
し
た
り
郵
送

し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○�
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
運
営
に
参

加
し
て
い
る
複
数
の
地
方
公

共
団
体
へ
の
申
告
を
、
ま
と

め
て
一
度
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○�

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
用
の
無
償
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
（PC

desk
）、

ま
た
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
対

応
し
て
い
る
市
販
の
税
務
・

会
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
簡
単

に
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
手
続
き

◇
個
人
市
民
税
関
係

◦
給
与
支
払
報
告

◦
退
職
所
得
に
係
る
納
入
申
告

◦
公
的
年
金
等
支
払
報
告

◦
給
与
所
得
者
異
動
届
出

◦�

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ

の
切
替
申
請

お知らせ

　
守
谷
浄
水
場
で
は
、
災
害
時

等
の
停
電
に
備
え
非
常
用
発
電

設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
点

検
時
の
電
源
切
替
に
要
す
る
数

秒
間
、
水
道
水
の
圧
力
が
一
時

的
に
低
下
し
、
蛇
口
か
ら
水
道

水
の
出
が
悪
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
故
障
に
よ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
点
検

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
点
検
日
時
　
11
月
18
日
㈭
午

前
９
時
〜
正
午

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ
　
☎
48
¦
１
８
４
２

　
市
で
は
、
12
月
20
日
㈪
か
ら

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

「eLT
A
X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」

を
利
用
し
た
市
税
の
電
子
申
告

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

▼
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と
は

　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と
は
、
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
呼
称

◦�

特
別
徴
収
義
務
者
の
所
在

地
・
名
称
等
変
更
届
出

◇
法
人
市
民
税
関
係

◦�

中
間
申
告

◦�

確
定
申
告

◦�

修
正
申
告

◦
法
人
設
立
・
設
置
届
、異
動
届

◇�

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

関
係

◦
資
産
申
告

◦
増
加
・
減
少
資
産
申
告

◦
修
正
申
告

▼
利
用
方
法

　
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
（
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、利
用
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

◦�

社
団
法
人
地
方
税
電
子
化
協

議
会
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

＊�
受
付
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

☎
０
５
７
０
¦
０
８
１
４
５
９

（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）

※
IP
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

☎
03
¦
５
３
３
９
¦
６
７
０
１

（
通
常
通
話
料
金
）

◦
市
役
所
税
務
課
　
市
民
税
Ｇ

　
内
線
２
０
６

発
電
設
備
点
検
に
伴
う

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

eLT
A
X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

に
よ
る
市
税
の
電
子
申
告

住民基本台帳閲覧状況（平成22年4月1日～9月30日）
●問合先　市役所総合窓口課　内線 112

　住民基本台帳閲覧が認められているのは、国・地方公共団体、または世論調査・統計調査・学術研
究など公共性・公益性の高い場合に限定されています。
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▼
日
時
　
11
月
15
日
㈪
〜
21
日

㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
▼
相
談
電
話
番
号
　

０
５
７
０
¦
０
７
０
¦
８
１
０

▼
内
容
　
職
場
に
お
け
る
男
女

差
別
・
セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
の

相
談
▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員
※
秘
密
厳
守

▼
問
合
先
　
水
戸
地
方
法
務
局

☎
０
２
９
¦
２
２
７
¦
９
９
１
９

▼
試
験
種
目
　
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
▼
受
験
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
試
験
日
　
第
１
次
　
平
成
23

年
１
月
22
日
㈯
、
第
２
次
　
２

月
５
日
㈯
〜
８
日
㈫
の
指
定
す

る
１
日
▼
受
付
　
平
成
23
年
１

月
７
日
㈮
必
着

▼
問
合
先
　
自
衛
隊
茨
城
地
方

協
力
本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
７
¦
64
¦
３
３
５
１

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/ibaraki/

▼
日
時
　
11
月
７
日
㈰
午
前
11

時
〜
午
後
４
時
▼
会
場
　
県
総

合
福
祉
会
館
（
水
戸
市
千
波
町

１
９
１
８
）
▼
内
容
　
記
念
講

演
「
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
備
え

て
（
生い

く
し
ま島
ヒ
ロ
シ
氏
）」、
介
護

予
防
リ
ハ
ビ
リ
体
操
（
体
操
補

助
ロ
ボ
ッ
ト「
た
い
ぞ
う
く
ん
」

も
参
加
）、
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
福
祉

職
場
紹
介
、
介
護
福
祉
士
養
成

校
紹
介
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
）
等

◦
同
時
開
催
「
就
職
面
接
会
」

▽
時
間
　
午
後
１
時
50
分
〜
４

時
※
受
付
は
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
▽
対
象
　
福
祉
職

場
へ
の
就
職
希
望
者
▽
内
容
　

就
職
面
接
会
、
求
職
登
録
・
求

人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
▽
参
加

方
法
　
当
日
会
場
で
受
付
※
履

歴
書
持
参

▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
先
　
社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
部

☎
０
２
９
¦
２
４
４
¦
４
５
４
４

　
水
戸
地
方
法
務
局
と
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
に
よ
る
電
話

相
談
で
す
。
悩
み
を
お
持
ち
の

女
性
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

も
り
や
・
食
の
祭
典
」

▼
問
合
先
　
地
場
産
品
販
売
促

進
事
業
担
当
（
石
澤
）　

０

９
０
¦
３
１
４
８
¦
５
３
７
０

／
市
役
所
経
済
課
　
商
工
・
観

光
Ｇ
　
内
線
２
６
２

　
福
祉
の
職
場
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

学
校
で
学
ぶ
児
童
・
生
徒
の
合

同
作
品
展
※
守
谷
市
共
通
テ
ー

マ
「
わ
た
し
の
お
き
に
い
り
」

▼
問
合
先
　
大
井
沢
小
学
校
　

田
上
　
☎
45
¦
８
３
８
３

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安

心
な
地
元
の
野
菜
や
特
産
品
を

販
売
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友

達
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　
11
月
７
日
㈰

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
守
谷
駅
前
西
口
広
場

▼
同
時
開
催
　「
ふ
る
さ
と
市

　
学
校
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
粘
土
・

モ
ー
ル
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
材
料
を
使
っ
た
立
体
感

あ
ふ
れ
る
作
品
が
並
び
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
の
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
11
月
５
日
㈮
〜
11
日

㈭
▼
会
場
　
ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
守

谷
Ｓ
Ｃ
▼
内
容
　
守
谷
市
・
取

手
市
・
利
根
町
の
小
・
中
学
校

の
特
別
支
援
学
級
と
伊
奈
養
護

開催・募集

自
衛
官
（
陸
上
自
衛
隊
）

第
22
回
つ
ば
さ
展

募
　
　
集
 

地
元
野
菜
や
特
産
品
を
販
売
！

地
場
産
品
販
売
促
進
事
業

福
祉
職
場
２
０
１
０

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　たくさんのご応募をいただき、あ
りがとうございました。選考の結果、
次のとおり出演者が決定しました。

▼日時　11 月７日㈰　13:30 開場、14:00 開演

▼会場　中央公民館ホール

▼入場料　無料

▼ �内容　青少年によるピアノ・ヴァイオリン・ギ
ター・吹奏楽・箏

こと

の発表

▼出演　※順不同、敬称略

ピアノソロ

端
は や ま

山ゆり子
こ

、松
まつもと

本菜
な な

那、
岡
お か だ

田美
み か

夏、小
お だ に

谷奈
な な か

々華、
高
た か の

野智
ち な

声、野
の ぐ ち

口真
ま き

葵、
渡
わたなべ

辺拓
た く み

未、端
は や ま

山寛
ひろふみ

文、
山
やまもと

本薫
ゆ き こ

子、野
の ぐ ち

口侑
ゆ う り

莉
クラシックギターソロ 丹

た ん ぽ

保風
ふ き

季
ヴァイオリンソロ 三

み わ た

輪田奈
な つ き

月
箏独奏 野

の ぐ ち

口瑞
み ず ほ

穂、鈴
す ず き

木春
しゅんた

太

ピアノ連弾 端
は や ま

山ゆり子
こ

・引
ひ き ち

地悠
はるか

、
渡
わたなべ

辺美
み お と

音・加
か と う

藤真
ま ゆ み

由美
クラシックギター二重奏 丹

た ん ぽ

保空
そ ら ち

智、丹
た ん ぽ

保風
ふ き

季
合唱 守谷少年少女合唱団
ヴァイオリンアンサンブル ジュニアアンサブルもりや

吹奏楽
守谷中学校、愛宕中学校、
けやき台中学校の各吹奏楽
部有志

▼問合先　市役所生涯学習課��生涯学習Ｇ��内線277

第９回 若い芽のコンサート in MORIYA

出 演 者 決 定 !!
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お知らせ・開催

「
消
し
た
か
な
」

　あ
な
た
を
守
る

　合
言
葉

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

と
な
る
時
期
で
す
。
火
災
に
対

す
る
警
戒
心
を
高
め
、
発
生
を

防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
守
谷
消
防
署
管
内
で
は
、
９

月
30
日
現
在
で
９
件
の
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
火
災
は
、

少
し
の
不
注
意
か
ら
起
こ
る
こ

と
が
多
く
、
気
を
つ
け
て
い
れ

ば
未
然
に
防
げ
た
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で

も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し

た
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

火
災
を
発
見
し
た
ら
、
直
ち

に
１
１
９
番
へ
通
報
す
る
！

◦�

消
防
車
到
着
ま
で
出
来
る
範

囲
で
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
等

を
使
用
し
て
初
期
消
火
を
！

◦�

初
期
消
火
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
は
直
ち
に
避
難
す
る
！

◦�

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】
寝
た
ば
こ
は

絶
対
に
し
な
い
／
ス
ト
ー
ブ
は
、

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
／
ガ
ス
コ
ン

ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
に

は
、
必
ず
火
を
消
す
【
４
つ
の

対
策
】
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
／
寝
具
・
衣
類
・
カ
ー

テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
／

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
／
高
齢
者
や
身
体
の

不
自
由
な
方
を
守
る
た
め
に
隣

近
所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

◦�

寝
室
と
階
段
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　
昨
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
全

国
の
死
者
数
は
１
０
２
３
人
で

し
た
（
う
ち
61
・
４
％
に
あ
た

る
６
２
８
人
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
）。消
防
法
で
は
、
住
宅
の

寝
室
と
階
段
に
煙
感
知
式
の
火

災
警
報
器
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
そ
の
他
の
場
所

に
は
、
熱
感
知
式
の
火
災
警
報

器
も
設
置
可
）。火
災
警
報
器
は
、

消
防
機
器
取
扱
専
門
店
や
一
般

量
販
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◦
11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　
消
防
車
や
救
急
車
を
呼
ぶ
と

き
は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番

に
電
話
を
か
け
、
次
の
こ
と
を

「
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
」

伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
消
防
車
を
呼
ぶ
と
き

◦
住
所
、
付
近
の
目
標
物

◦
何
が
燃
え
て
い
る
か

◦
逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
い
か

◦
周
囲
へ
の
延
焼
の
危
険
性

◦
自
分
の
名
前
と
電
話
番
号

○
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

◦
ど
の
よ
う
な
事
故
か

◦
住
所
、
付
近
の
目
標
物

◦
傷
病
者
数
、
性
別
、
年
齢

◦
傷
病
者
の
容
体

◦
自
分
の
名
前
と
電
話
番
号

☆
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報

　
車
を
運
転
中
の
場
合
は
、
安

全
な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら
通

報
し
、
通
報
場
所
、
目
標
物
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
（
住
所
・
目

標
物
が
分
か
ら
な
い
と
き
や
電

波
状
況
が
悪
い
と
き
は
、
一
般

電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
通
報
）。

▼
問
合
先��

守
谷
消
防
署��

☎
46

¦
０
１
１
９
／
守
谷
消
防
署
南

守
谷
出
張
所��

☎
20
¦
０
１
１
９

　
認
知
症
介
護
の
悩
み
を
介
護

者
同
士
が
お
互
い
に
話
し
合

い
、
耳
を
傾
け
る
場
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
17
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
※
受
付
は
午
後

１
時
〜
▼
会
場
　
市
役
所
相
談

室
２
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▼
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
内
線
１
７
７
　
☎
45

¦
１
７
４
４
（
直
通
）

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

開
　
　
催
 

暮 らしのコーナー

　消防法の改正により、既存住宅を含めた
すべての住宅には、住宅用火災警報器の設
置が義務付けられました。そのことに関連
した訪問販売のトラブルが発生しています。
●住宅用火災警報器の購入
　最近は、音声による警報を発し 10 年間
電池交換が不要な機種や、１個の警報器が
作動すると家中の警報器が連動して警報を
鳴らす機種など、さまざまな種類の機種が
販売されています。家庭の状況に合わせて、
内容をよく確認して選びましょう。
●警報器を有効に活用しましょう
　住宅用火災警報器の普及により、多くの
命が救われています。月に１回は、テスト
ボタンなどで試験を行い、正常に作動する
か確認することが大切です。警報器の警報
音を子どもや高齢者など家族みんなで確認
し、いざというときに備えましょう。
●消費者へのアドバイス
◦�住宅用火災警報器の設置については、家
族などと相談し、検討しておく。
◦�住宅用火災警報器の購入や設置を業者に
依頼する場合は、慎重に行う。
◦しつこい勧誘は、きっぱり断る。
トラブルにあったら、相談窓口へ！

◦市消費生活センター　☎ 45-2327（直通）
　〔市役所２階経済課内〕　月〜金曜日
　９:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00
　※祝日、年末年始は除く
◦消費者ホットライン　☎ 0570-064-370
　※�土・日曜日、祝日の 10:00〜16:00は
国民生活センターをご案内します

住宅用火災警報器の
��訪問販売トラブルにご注意！

11
月
９
日
㈫
〜
15
日
㈪

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動



防犯
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守谷市の交通事故発生状況（９月）　　件数23件　　死者数0人　　負傷者数30人

地域で安全・安心なまちづくりを目指して
●問合先　市役所市民協働推進課　安全・安心対策室　内線135

　犯罪のない街にするため、毎日、各防犯団体による防犯パトロールが市内のど
こかで行われています。防犯活動に取り組む姿勢が犯罪抑止力になるのです。
　地道なパトロールで市を犯罪から守ってくださっている皆さんの活動を紹介します。

今年の夏は暑かったですね。車から降りた
途端に、シャツと頭がチリチリしてくるのが
わかるほどでした。当然、少しの涼を求めて
建物の陰や樹木が生い茂った遊歩道などの徒
歩パトロールが多くなりました。
「暑いのは誰でも同じ」と黄色い帽子で日差
しを防ぎ、よく手入れされた垣根が続く街をパ
トロールしていると、ポツリポツリと「鍵は
何のためにあるの？」と感じさせる家が目に
つくことがあります。それは、道路から見え
る裏手の勝手口に破損が簡単だといわれてい
るモノロック（ドアノブに鍵穴のある錠）の
ついた住まいを見かけた時です。
犯罪には強盗など身体に直接危険が及ぶも

のも多くありますが、一番身近な犯罪で最も発
生の多いドロボーに対してあまりにも無防備
に近い簡単な錠を使っているようです。ドロ
ボーもそう頻繁にくるわけではありませんが、
彼らは建物の一番弱い所を狙って侵入するの
が常です。ドライバー等で簡単に破れ、しか
も窓を割るような音もせず、また近くに寄ら

ないと鍵の破損に気づかれない等の理由で勝
手口の簡易錠はドロボーにとってのベストタ
ーゲットなのです。
その上、たとえ犯人が捕まっても、多くの

場合、被害品の回復は見込めないことが多いの
です。モノロックの交換には多少の費用が必
要になりますが、交換した方が安眠できたり、
楽しい外出ができるのではないかと思います。
また、そういう事にお金をかけることで、他
にも必要なリフォームをしたり、地域に対す
る防犯意識も高まったり、最終的には回りま
わって「わが家の安全安心が確保される」こ
とになると思いますがいかがでしょう？
防犯上危険性の高い錠

を知るためには、鍵の業
者に相談したり、ネット
で調べたりするのが良い
と思います。どうしても
判断がつかない方は、お
気軽に防犯指導員にご相
談ください。

防犯パトロールで街を安全に！

原
はらしな

科防犯指導員のコラム

●セーフティーマイタウン
毎月１回夕方６時から守谷駅周辺をパトロー

ルしています。多くのメンバーが仕事をもちなが
ら活動しています。パトロール活動の他に、子ど
もの防犯に関する標語を夏休みに募集し、表彰を
行っています。今年度のテーマは「友達」で、集
まった数百作品からの表彰選考は多くの時間を要

しますが、毎年続けて頑張っています。
●高砂町内会
８～10人のメンバーでゴミ拾いをしながらのパ

トロールをしています。会の活動はＴＸ開業時か
らです。女性も多く活動しています。午後２時（夏
季は４時）から１時間半程度、高砂町を起点にして、
守谷駅周辺をきれいにしながら歩いています。

▲セーフティマイタウン ▲高砂町内会ゴミ拾い ▲高砂町内会
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る
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

に
助
成
を
行
い
、
自
然
環
境

の
保
全
等
を
図
り
、
地
域
社

会
の
発
展
と
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
。

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈪
午
後
２

時
〜
４
時
▼
定
員
　
先
着
50
名

▼
内
容
　
講
演
会（「
社
会
的
ひ

き
こ
も
り
」
の
支
援
に
つ
い
て

〜
「
家
族
相
談
」
の
立
場
か
ら
）、

情
報
交
換
会
▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
締
切
日
　
11
月
５
日
㈮

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先

竜
ケ
崎
保
健
所
　
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
７
¦
62
¦
２
３
６
７

龍
ケ
崎
市
２
９
８
３
¦
１

　
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
保
険
制

度
の
詳
細
や
加
入
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
茨
城
労
働
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
茨
城
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室
　
☎
０
２
９
¦
２

２
４
¦
６
２
１
３

る
漢
字
第
11
回
▼
講
師
　
伊い

と
う東

信し
の
ぶ夫
氏
（
白
川
靜
文
字
学
研
究

家
）
▼
参
加
費
　
１
０
０
０
円

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
▼
後
援

市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
申
込
・
問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー

０
９
０
¦
３
１
３
７
¦
５
５

１
１
　

０
２
９
７
¦
78
¦
７

３
１
０

▼
募
集
対
象
　
環
境
の
保
全
活

動
お
よ
び
調
査
研
究
、
普
及
啓

発
等
を
行
う
県
内
の
非
営
利
法

人
・
団
体
・
個
人
▼
助
成
金
　

１
件
に
つ
き
50
万
円
を
限
度
と

す
る
▼
募
集
期
間
　
11
月
30
日

㈫
ま
で
※
助
成
先
決
定
は
平
成

23
年
１
月
ご
ろ
／
３
月
末
ま
で

に
給
付
予
定
▼
応
募
方
法
　
所

定
の
申
請
書（
事
務
局
へ
請
求
）

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
す
る

▼
問
合
先
　「
エ
コ
ー
い
ば
ら

き
」
事
務
局
（
常
陽
銀
行
法
人

事
業
部
内
）
佐
藤
・
米
川

☎
０
２
９
¦
３
０
０
¦
２
６
４
７

＊�

「
エ
コ
ー
い
ば
ら
き
」
は
、

県
の
許
可
を
得
て
平
成
４
年

に
発
足
し
た
公
益
信
託
。
事

業
の
目
的
は
、
県
内
に
お
け

し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先
　
保

健
セ
ン
タ
ー��

☎
48
¦
６
０
０
０

▼
訓
練
科
名
・
期
間
　
自
動
車

整
備
科
・
２
年
▼
定
員
　
10
名

▼
内
容
　
２
級
自
動
車
整
備
士

試
験
の
合
格
を
目
標
に
専
門
的

な
知
識
・
技
能
を
学
ぶ
▼
応
募

資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
（
平
成
23
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
）
▼
受
付

10
月
25
日
㈪
〜
11
月
５
日
㈮

▼
提
出
書
類
　
入
学
願
書
、
調

査
書
、
健
康
診
断
書
（
過
年
度

卒
業
者
の
み
）
▼
試
験
　
11
月

12
日
㈮
※
国
語
、
数
学
Ⅰ
、
面

接
に
よ
る
選
考
▼
合
格
者
発
表

11
月
19
日
㈮

▼
試
験
場
所
・
申
込
・
問
合
先

県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
８
０
¦
76
¦
０
０
４
９

古
河
市
諸
川
１
８
４
４

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午
▼
会
場
　
取
手
市
白

山
公
民
館
（
取
手
市
白
山
５
¦

１
¦
５
）
▼
定
員
　
先
着
30
名

▼
内
容
　「
部
首
」
で
と
ら
え

込
用
紙
を
添
付
）
ま
た
は
窓
口

に
持
参
し
、
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所
総

務
課
内
「
選
挙
管
理
委
員
会
」

内
線
３
５
３
　
〒
３
０
２
¦
０

１
９
８
守
谷
市
大
柏
９
５
０
¦

１
　

45
¦
６
５
２
９

senkyo@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

　「
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高
め
」、

「
高
血
圧
を
予
防
す
る
食
事
に

つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど
、
血

圧
が
気
に
な
る
方
や
関
心
の
あ

る
方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
①
11
月
26
日
㈮
②
12

月
13
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
１
時
（
全
２
回
）
▼
対
象

40
〜
70
歳
代
の
方
▼
定
員
　
先

着
30
名
▼
内
容
　
高
血
圧
に
関

す
る
講
話
と
調
理
実
習
▼
主

催
・
講
師
　
食
生
活
改
善
推
進

員
▼
申
込
方
法
　
11
月
22
日
㈪

ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申

　
平
成
22
年
12
月
12
日
㈰
に
行

わ
れ
る
茨
城
県
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
お
け
る
期
日
前
投
票
の

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所

に
お
い
て
、
投
票
事
務
の
執
行

が
公
正
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る

よ
う
立
ち
会
う
人
で
す
。

　
今
回
募
集
す
る
投
票
立
会
人

は
、
投
票
日
で
は
な
く
、
選
挙

期
日
の
告
示
の
翌
日
か
ら
選
挙

期
日
の
前
日
ま
で
行
わ
れ
る

「
期
日
前
投
票
」
の
立
会
人
で

す
。
投
票
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
、
自
分
の
目
で

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
立
会
日
　
12
月
４
日
㈯
〜
11

日
㈯
の
希
望
日
▼
立
会
時
間
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環境に優しい大豆インキを使用しています。再生紙を使用しています。

※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8：30 〜 12：00 ・13：00 〜 17：15）しています
※中央図書館の木曜日の開館時間は 13：00 〜 18：00 です（祝日を除く）

機　関　名 電話番号 FAX 番号

市役所（代表） 45-1111

　　秘書課 45-2240
45-6529　　企画課 45-2309

　　総務課 45-1883
　　財政課 45-1795

45-2590　　税務課 45-1564
　　収納推進課
　　総合窓口課

45-6525
　　国保年金課
　　市民協働推進課 45-6526
　　会計課 45-1113
　　経済課 45-2096 45-5703
　　消費生活センター 45-2327 45-1286
　　農業委員会

45-5703
　　学校教育課 45-2195
　　生涯学習課 45-2174
　　指導室 45-2184
　　社会福祉課 45-1691

45-6527
　　介護福祉課 45-1744
　　地域包括支援センター
　　児童福祉課 45-1679
　　生活環境課 45-5339
　　都市計画課 45-1963

45-2804
　　建設課 45-2094
　　議会事務局 45-6528
上下水道事務所 48-1842 48-6087
保健センター 48-6000 48-6319
保健センター（諸証明収納担当） 48-1133 20-6201
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館	（仮予約☎ 48-6732） 48-6731 45-8003
郷州公民館	（仮予約☎ 48-6724） 48-6711 46-0310
高野公民館	（仮予約☎ 45-5419） 45-5411 20-6311
北守谷公民館	（仮予約☎ 48-2606） 47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター（ログハウス） 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3320
テニスコート受付 45-0271
学校給食センター 48-0253 48-5388
北守谷児童センター（キ・ターレ） 45-2278 45-4062
南守谷児童センター（ミ・ナーデ） 21-1224 21-1277
家庭児童相談室 45-2314 45-2920
地域子育て支援センター・夢っ子 45-2462 48-8804
土塔中央保育所 48-1876 48-8799
北園保育所 48-4897 48-8794
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2705
障害者福祉センターひこうせん 45-9801 45-9802
こども療育教室 47-0220
いきいきプラザ・げんき館 45-2940

48-5554
社会福祉協議会 45-0088
（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 46-0110
久保ケ丘交番 48-0110
南守谷交番 45-0110
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119
常総運動公園 48-5675 45-7365
白寿荘 48-3217 48-2503
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※�

法
律
相
談
は
、
同
一
事
案
の
相
談
は
受
け

付
け
て
い
ま
せ
ん

法律相談 16 日
 9：00 〜 12：00

市役所

 9 日 9：00 から要予約
☎ 45-1249

－

0120-783018

１週間前までに要予約
☎ 48-6000

☎ 45-2314

☎ 45-0088 

☎ 48-5555

☎ 45-2327
12：00 〜 13：00 は除く
要予約　☎ 45-1111
内線 172 〜 176

保健センター

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内）

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

消費生活センター
（市役所内）

市役所介護福祉課

 8 日
13：00 〜 16：00
日・月・水・金曜日
 9：00 〜 16：30

18 日
13：30 〜 15：30

月〜金曜日
 8：30 〜 17：00

14：00 〜 16：00
• ふくし 1 日
• 年金・労務 8 日

金曜日
10：00 〜 15：00
月〜金曜日
 9：00 〜 16：00
火曜日
10：00 〜 17：00

行政相談
教育相談
（ラポールルーム）

こころの
健康相談

家庭児童相談
心配ごと
相　　談
電話相談
消費生活相談
生活機能相談

火〜金曜日
 8：30 〜 17：15

不登校相談
（はばたき）

もりや学びの里内 ☎ 45-2655

27 日（第 4 土曜日）
13：00 〜 17：00若者就労支援相談 要予約 ☎ 029-259-6860

いばらき若者サポステ中央公民館

12

※�直通電話がない課は市役所（代表）番号におかけください

１ 月　菊花展（〜 12 日　市役所）　美術展（〜 21 日　中央公民館）
 　　市・県民税 3期、国民健康保険税 4期、後期高齢者医療保険
 　　料 4期、介護保険料 4期納期限 図書館休館日
２ 火　おはなし会（･12･13･17･23 日 11：00 〜　中央図書館）
３ 水　文化の日
４ 木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５ 金　小中学校音楽会（9：20 〜　守谷中学校）
 　　こころのリハビリ（9：30 〜 11：30　保健センター）
６ 土　もりやをきれいにしよう会（9：00　乙子農村集落センター集合）
 　　リサイクルブックフェア（〜 7 日 10：00 〜 16：00　中央図書館）
７ 日　若い芽のコンサート（13：30 〜　中央公民館）
８ 月　粗大ごみ戸別収集申込期間（〜 12 日） 図書館休館日
９ 火　
10 水　生花展（〜 14 日　中央公民館） 粗大ごみ戸別収集日
11 木 紙・布類収集日
12 金　家庭児童相談室出張相談（10：00 〜 11：30　南守谷児童センター）
13 土　秋季火災予防パレード（9：20 〜 10：50　市役所ほか）
14 日
15 月 各公民館・図書館休館日
16 火
17 水　認知症の方の家族の集い（13：30 〜 15：00　市役所）
18 木　 空き缶・ビン収集日
19 金　こころのリハビリ（9：30 〜 11：30　保健センター）
20 土　地域安全・暴力追放市民大会（13：30 〜 15：30　中央公民館）
21 日　
22 月　粗大ごみ戸別収集申込期間（･24 〜 26 日） 図書館休館日
23 火　勤労感謝の日　芸能祭（9：00 〜 17：30　中央公民館）
24 水 粗大ごみ戸別収集日
25 木　家庭児童相談室出張相談（10：00 〜 11：30　南守谷児童センター）
  紙・布類収集日
26 金　おひざでだっこおはなし会（11：00 〜　中央図書館）
27 土
28 日　ふれあい茶会（10：00 〜 15：00　中央公民館）
 　　市民卓球大会（9：00 〜　常総運動公園総合体育館）
29 月 図書館休館日
30 火　国民健康保険税5期、後期高齢者医療保険料5期、上下水道使
 　　用料9･10月分納期限 図書館休館日

11
月
の
各
種
相
談


